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’北海道丈’学］＝学部征生工学科について

叡　書 林㌧ 撮　　雄
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　添文蔑躍和32年4月出廓ぞ贔初1こ儀範ミ泥怠北潔蛭木学征生工学斜につ

いてρ大回を述整もの溜る乃馬本文⑳毒兇騨に私題鰯薙で鋤’
激：整全俸の課一毫彪蒙べ；薮してお豹のでは＆く，ヌエユ錦部引いては大学自身

の魏鯉でもない。論叢『鳳心学微菜収肇工学の大局に通ぜず醸本伽僻魔に勤務

し，a拳最初の菰生工響科の鷹縁引練蓼ぺ｝き器でないこと亘恐説る竜のであ

冶状ノ茨の局に著為ぺ蓬立場にあり，糎二楚工学の大局に遍じ且つ鍾内の特礁

事檎に還境す㊨掴談掴辱・を　墜内に振すに；極めて困巌な㊨石め，止も拳く蕊本

的備想については盈ど独力に／＜作製したのである。今后叡知を編豪して．より

宅全に近づ’きノ北遂蓮1飛発1誕いて嚴｝ヨ．祖纂≦属の一要閤たわしめたい薦之で老》

るう

し蕊遭繭汰掌工報士紅学稗ζおけ醗虹勃敢解噸究について
　大正／¢葬（／タ23）脅庵旬めて三生を収容し三三某に畷学しだ兆毒

遂帝嗣大学工学部βは：ホ・・鉱山、．謙械，薩気の4工学三孝回し3彰生皐蜀

蚤科25名各年目三三命計／〃〃名で’あ1乃内士ホエ学科の講座数縞鉄

　蓮（莚設，運輪）2，永工（乾瓢．遡川）2，構造力学／ノ橘禦／．コン
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クリートね誹7であゾ，越の麗詮帝大土駅工孝斜め講座内，容に比して，

鉄道2刎切に促生工学菱繋ぐ・という騰徴を埼って沿つ左．筆看ぱ当將卒

難勾々の鶴舞授として工蝉部新一設の描魑の内発に融馬脚べくもなかつ後が、

疇によ泌賦，北洋、豊は桓民逝ぞあり》繭懲上鉄道の必要厳内地に比して・催

糾す蓼が，因含であ魯撮め愚生工学の必蓼程度はかないという理宙であっ

だ。当時の講座鮫文享照りの一園一城ぐめ1ク，事事綬顧鰯鯨制下の叡琵ズ’

あり，此の観襟下に添いてノ銀蔓工導の諸座が設立芝荒｝くなかった導鼠，

後奪3〃葬以」二にi裂り、置紋グ）聴薮ぴ外において測り風騒惹い孤利益をも

溢ら亨に蟄1，、輿の彩響厳外在及α将来1こ迄衷嬉しそいる。

　奪い水工学謁一講座（逐湾工掌）担任教捜の麿塚町数回でぱ，メ：連市菰

ポ遂．溶一町拡張訂鍛を裳施さ：既．異本磯貌議事速ジ戸．彊シ裁ぎ採網した一人で

凝戸ハ良つコ》〃1た一ト鷹瑳の権載であり．麟綴の丞尼童商うと某に北瀞

誕の七永蔓瓢び廷天工孝の誤達に少獄かしうず藁幕し｝峰太大泊町．豊原市．

籔誉町糠穂め捌し．北海逼．禅太各地のよ：フk鍾特・に＆幌市よ水煙の鳶逮炉

遇原票承蝿を完成さ批たみ聖者戚蜜Q吏当時より水工単惣一講座鱒騒、藤織瓢

渡として，全繕士の尊像ミ？にたよ：下・赦道1こついての訂灘，敲計の吾・・伝い豊

行い專ら実際よ二の指導を蛍ゆ．た。挙控に対しての蕉生蝋享の講義勝差琶の帝

六凝の幕・合により，略・母線の騰口数を．と巧，固し融ン授一入で幟諦慶零・ド∫認

資の講義聴〕蝿に翼に員樫撰茄わる為め．璃識／6葬／耳翼，下水道鼠隷助敦

検担当とし．試験採点ぱよ：永60，下水μ〃意に（含封．し．て征生工掌の葬

煮としだ。演習．実験殴人顔殴び設備’の闇像二之包省奪臆す汐の外なかった。

　蘇に導盗の織縞工に鳳ノ講座の野鳩鳳姦’接黒縁薇ど㍉影饗することが蕊か

鱒左。

　照知／o年頃か・～二障叢エ肇黙座誘平め婁求を毎茸樫眠してい裁丸神々

実．翼に薫らず’．又その頃．鋏蓮．省在瓢革難王の滋毘として声鉄蓮2単襲ま必

婆論が意蹴著ぬして提蟹さ照．～』9したが，華墨イしす濠に至らず，穿二双世

專大戦に入り．．禽塚教授穣躍和ノノフ葬3薦薄茸遷竃．5趨早々・霞永工学身

ノ憤慨担・俊，耕辻て湿生工孝全殿の蘇欝殴び説諭を担当することとなった。

北巻暴騰編舐地風脚を椿って籾、鹸斥中央蔵庸の政策のま蒙に
動遂，塵・旧劇色彩・鋲あて濃厚に，政冶は完全に経済を女配し，従っ《征生

工学，捧忍当野饗の姥ビ全部をオ覧激する本内の上永遵響ぱ，起怪異求還孟動

以外IZぱ晦箸爆発的原動力なく，蔓内人口5ヲ。万に治たず，軍内都市総

絵水弾る田本六夫都市中の最小都市の給永蟹の藪ク、下・位にある程塵であっ

た。
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2，戦後の征生工学の厩児

　　蚊嵐諮図で滋四生工学乏べ期するよ下煮題下に300葬の歴望を有して

別，＄a蹴a捜翫9鵬伽の蚕鹸離一ノ蕊膚し塑教並御証
会的弓蟹も確立しているが’，日本ぱ：贔：近まで，公象ン征．生の窒：際面’乙おいて

　，彪ご文胴繭の椿裁亘成さぬ霞の禽弱さ｛こ旋．～多こ足眩，三生幽・愚煮によっ

て指摘さ拠《居奪がわ，尚放在の載まで力瓢次大戦に突入した・

　照ぎ02∂葺（／94∫）8月の飲野鼠鍵圏以藪の日ぷの墓礎をゆり動力＼

　し，測り知舵ざる三孝を紅会の各方画に著来しノ・永久に潤李に禍す∂に垂

　つ迄が，独り下町履生め面て：’織却て拡期的童遣：歩をもたらす動因と成った。

　　米國蟹進駐以来公象夜生直急激に遜晒し，伝四病ほ減少し．死亡率霞急

　1敦に撤回し，平均藷命慮十三以よ誕び’るに三つた．一方三二漁大戦中ミ瓢り

発豊中の所謂汐三．次産業葦命；乾下智鮪碑新qη⑳vatlOγのによ濠工

場斐産の拡営門大，入窮の都甫集中，自約諾の増加にま葛翁黄，芝産の

欝大罪によ蓼公嶽証雪丸ノ）祖≒鶉繧六．戦四目本の工慧並瑠二階配蝋馬弓な鋤

　饗を4えっっある工獣三水，特ほ工業帯水，都市の駅尿僧門，習いて肺門

薮淑適薄讐次者しく濁逆つ様ぼなつ澄。

蜘孟麺に、照門2ジ～3〃葬摸工水選の国辱．汲α．拡張縣，三瀬3∂葬以降

　譲下永蓮鍵譲網，璽に今葬から同門薦蝿の路ま疑の属鐘が喧しく糾ぼ従つつ

　あ＆。

　　戦暦民主々義の範君と共に，季下縫蓬め喜殺として政門下に懸力な茨律

　の二野1乙より三野楢導を．行うさ式霞農裟・二二の事項：に三論察彪≦労乙みぼゑ

　つだ次、4z生間蒙の方面に乱水管法（餐ζ3解），下思歌玖（鰹5033／9‘8），

薦掃藪（樗。舜9）の公薦．動エ魂在織公芙水う汚燭防止罷め翻是力輪西鳶丸

　ている。

　　瑠翻25葦以釈ヨ本1水二二参こが’巷L年／回行っているよ二下オ（．蓮撫究繕ノ薮会

　癒三一毎に禰；究懲表蚕濠．ぴ滋席巻の数を増し，凝大となっていみ択，この数

　の増加こ髪．よ下オく等等業畏び衛究の最近あ懲運状態二丁突に回すもので

　あわラ。独り北海適だσ賦，筆看力四三23葬1／953）♪く飛続けてい

　る北）毎通水．道研究会の）ば況に婁旧してそ3水二人闘の研究意三下氷だ’極めて

　旧い｛のと恩か肌ゐ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1　　　　　　　・

3，北夫至エ生工学科の誕ξヒ

　紹和．22葬（／947）9月学制愛改正して北恵道帝平太学は北海遜下

学となり，璽に1敢畜制帽全般従来の於せツ方式よσアXリカ古式に切換之
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ら艦｝綱24年（／949）3酬し藩厳大学（新．制）工学回数置が認

可さ身し翌25年〈ノ950）ノノ月新制霞灘ノ回の平生三門養部より移

行す多／ε至グ，大学／）蓋志ビこ照開係に，暫制廣に～移灯さズぐ庖。

　｝1細9緯（／95の8肉出L旧解山門士弓長と嚇ア×リ
カ対ε工潔三三三山（The師eバ（飢Ad＞冷肋y酬ssめ孔fOγ
ε孜g硬e寵3晒caG　O冷t。」ap飢）来靴・挺・工業蚊蕎三三三三を
工学部にて肉き．，岡薦吝自の導攻力「面に応じてPa粍el　DISCUδsl御τ　を

如た．醸中に”吻t・答S卿｝ya汽d　3e凱erage憶纏看により
臼本に親．」菖丁紀てし＼参　丁’exasメ（学のE：．W，　S亡eel「氏か奇、あ・つ乃こと蔵

　窪隻工学と∴一て諏めて嬉都合ぞあリノ金氏亘中心とL〈征盆：工：上学に劇する

三品ss｝飢窒行った訟氏の癒煮に却♪s3矧taツ励9流ee≧・握李
的〔z鮫工本四衛看でLあること，下e．×as大馨でほ覆生工毒辱藪三皇はよ水

エ学斜の5～／o鬼諭り，丁丁によって．透うが，Sa1し沈a｝ツ顧噺1エeeγ・

緯弓頭看よりも需要の方次多氏，公象探斐閃係方面‘こ，特に壷姿麗さ：混てい

る寒等を知った。額口理は臼挙各蛇の穴掌く賑帝大）の敏禽乃回状に権L

用後．報・鴛書乞経表したが．ぐの中に，聞本rこ於《充分に楽ミ茎してい唱い

工学部目として・北学工学（Che貧・に怨翫㊥γ鷹r・μ陰）浸旧姓工単

（Sa糾セε鮮ツ顧え8≧・1賞ee糾γ喰）が示されている・

　当將本工孝部ξ訓荊孝双宗、略30年名四i墨し，主要專、・i馨：門川麟狛当の施

設双びぺ員を擁し紋哲旧び研党の衷績毫添＼して苔つた択，独り狸生工学の

融ば、幽の圃数：多くの凝会を逸し戸蝦，魔の三悪に加えて三門大中羅も貧弱

に誉．んじ淑ぼ盗わない．武態に飾った，

一さ置旧に．むげみ荏生工単の重要柱浸び必要蕨蔑年と某に高窓リ，とうて

い衣孝の如き講座なしの状麓を許さざ’豹に塁リ，鉱1こ大坪工学部長の発繁

に基き、大英断セ以て日本掻靭の孝エ生工学斜7）新旧申請を行うことに決定

しだ：。照和2β’葬．（ノ95F3）4周北二道大学虎に工学研究計設置が許可

さ秘ジエ：尊研究科に賦工学部の各尊斜に相癒す麹±．本工学．鉱ぬ工学、機

械工孝，三飯工挙，庭欄イ巳孝．漁金工学，建築工掌の7琢攻二三があった

．エ駅エ．学專」女認．遷呈感交ミ璽エ．学（鉄墜／．・2）ノ切く工学：（外くエノ，2），

麟造工学（掻量力学．橋淑，コンクリート）の外，特に征生工1学薯．攻コー

ズ亙設置して，定蜀，経回そのセの法的，根，拠なき＆註に，多大の困難を櫨

して♪嬉ど睾：者ノ人で促生工孝科放窪展三省の．養戌’に当った。修士譲県庭：・学

生窒三民艇照・／z名であ＆・．．

融29無・9弊）網鉱露糾1劒め解紅皿下欄齪
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らづ礼，従来よリ征生工学荘L当．の攣．者’∂ミ講座担三教撮としてこフにに当った。

照⑳30，3／年：共に征生工孝斜一新設計画壮丁財した状’蝉斜謡1置の見透し

呑胴ぐ’，前途億硝悲観さ叢る状態で、あっだ。

瑠翻3／葬9罵／5日北遂道大学一薮創墓30週年記念潜考を盗大1ミ挙行し

，此の式典参列のため承学中め藷願文部大臣ぱギ歳空港に於て，四温道、大

挙に征生工学科荏新護：す3計画葱る旨用畜せ：ら批，鉱に葬米の宿望が軍門・

に実魂さり挺る箆通しび玄つに皇リ，叙生工学科一等置申請書乞ノノ月堤滋す

る運びと．成った。こ　の闘夫坪：工鞍部薇は狸生工孝科設置のために3（薦省、

唇生層莫の回申央方画ζ厨衡に御奔走を頂き，北四獣z三部、北海遁議会，

北海下市三会。水道協会北凄適支部夏の今道艮各位ヌ中央への脚騰其の他

につき鎚セなら擁協力夏硬いた。

尚三三．／ク目文部老1令・矛28署にて大愚設置甚準翻定即溝施行さ鉱，之の

愚令1こより新載大一学は讃変制と聯斜制とに2本立と今り．講座制大学霞研

発及ひご；敢蕾を，単斜制大孝導敏鳶を主として濁り・奉導『霞把の｝溝帝大と回

しく講塵…刎大学となつだ：。

　羅和3Z年（ノ　95ア　）　ら乙甲鰺融撫35年度まで、～こ4講摩とな麹予匙て隊エ

往工掌斜が開設さ擢戸各学年学庄配下／5喘犠絞教：養部．＼挙学蔓：中に含めて

入享詩訂さ泌た。

エ本：か錦門中劔エ生：震≠講座はゼのま泣奴生工学斜娚望奎工瞭坤～講座と

巻り，讃三三回数授考ぞのま試酬継が2乞た。

尚6烈こ蔵収生工導汐2三二担・圧予定看として講座設置なき隷護、前神戸

市フ楓遂局長野蟹瞳家氏カミ’赦綬に4ほ命さ薄乙「（赴綬さ既た。

鑓額33．年く／95俺8）4樽征生工学沖2講座増設さ託，野田雄六敢授蔵

正式に皆2鵠座，検！色と煮、i！，硬に6罠に前捌に蚕らい，狸．生工学労3額座

担，三二泡惹としくノ前福島県立脚斜大・享放綬（公数回生干》歎原麟蜷民が

紙命さ捉赴鷹芝叙た。杏年／o絹に臨ん年半の放養，期1鋤を終った新写生／5

名を迎え，謂めて工導纂．礎科目の学習1こ：移る予定であり，ぐノ〉晒期まて“に

貸蔵導部外剥病挿を改修した新旭舎に移転す魯晃込融で、潤下引越し方計

画中であ麹。

　よ：下・下界に絶対多数の人叔を送【ノ，且つ研究及び厳喬に実績を腐する

京都大学工学部にも本葬4目促生得：学餅の新設次認めの詳乙，今后募相繍力

して臼駆の4生工学：澄び公薮えエ生向工めだめほ努力す，ることができなよう

lZ成ったのほ複ばしい趣敬ぐある。京都夫学の繍想鳳本尊の家と，ぽ多少異
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つてお・る菰4講酷評学年攣評定鱒2〃名・士本工影回中の征生工学讃

塑がその母膿と～鼠っていること蔑、繭言属一である。

4，北大狂生工学科の穣想

　　日恋：特に現勢の日．本にむし＼てほ総ての方面1こ理想と環実との同に雲嘱の

凋違がある。又環属樋最単天才一入の騰代で憲く，多数の智鐵乃至絃集団

　のカに破て豪票、盈行う時代であるミとは自明の理であ冶。

　戦后2ミ豪往生の築三が向」二し，上下ズ〈遷三脚が年毎に盛大に成ワつつあ㊨

　とは餐え，平内の他大学にて永だ姐斐工孝糾設置の撫運に向っていない矯

　）北斗の地弾的並びに環境条件を澹之に入κて、環突の促生工学斜の目

標汲び備想登どの辺に駅めたら堅しいか，その影写は湘当に大きく穿つ永

　い掬同に藁汐ので’入知耽ず心齪しだ。臼本人の園民雌，特に北晦道入の遍

　渓1生の宮西次糠めしい，位に頭よに顧ひ蓋さつて訳る。瑠想と遡壌の振ぽ’さ

　みに成って漸く察鼠し，環証果蜜疋、しつつあ＆瀦想蝕次の姻くて“あ独。

そ双ばE淋steeT民のぎめ如粘Sa職lt射ッ三γ回爬eT’鮫墓翻翁に
　織土煮雪解．誉であみとい：シ潅えと或る点述致すゐ。

　／、聖職数；遅生工学卸ノ～涛4講座

2．飛駅茸学生定扇　よ照訟32年塵．＼学／8層，椴劔33．年度2〃名，

　3，講座内議馬料目1

　　／，謝ノ舗座1

　　　上永1遂，離水工学、工業等外，上煮適評誹噛＆び設営，寒地替詞．征

　　　　生工学演習、

　2，：カz講瞳，

　　　下聞樋，下空処珊工学界水・鳳尿処理・河海嗣蜀防止・下戸道識

　　　計浜び裂図，名z生工学演習，

　　3，オ3裁座

　　　環境征生学、疫学．有審動物学除，4エ蔓盆物学，征生行政．承挙試

　　　鹸．フ礪零墨細菌学，原子荻工学災び放鮒能処理，銀生工学演習

　4。ヤ4諸座
　　　塑気調撫．邊無狸控設備，汚添室気処理．塵琳陸運．ゑz生設備設営

　　　汲て〉ご略図，収．生工学蝋習，

4．講座外の碁礎科員　：

　　ノ、国学，物還㌦

　　　工業数学．物運星．遡理学実験．応閑物理半玉掌，地震学．
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　　2．祀　　学　1

　　　　蕪纐iノ巳学，有機猶掌，分耕イ』学．

　　3、＝と添工学＝

　　　　描造力聯，漁造力学演習．水理学∵測翌学、士硬力学、土爪地顧銘

　　　一本壇葵学演習・ゴンクリ継エ学、コン・クiノートエ奪設誹1製図・

　　　苅けば蒙；演｝B工学設譲厘1，工本萢工法ノ哉料学。癬鵜昧噸踏
　　4，講エ学：

　　　都市討画，鉄脅麟造，鉄樽講造演習，防災エ挙．

　　5、轟搬工学1

　　　凝祓工彰大意，

　　6、回気工学；

　　　　回気工学大意．

　繋縛来の補運と⊥一て絃工鐵用懸水，二二南島．都市素生．放射能処理零丁

　講座としく嗣げみ希蟹であ㊨。

5　濫釜董の陣容笈．α㌧盲隻購

　／、陣　　　容

　　　　　　　　　　　　　1議鷲，煽継　軸鞍、

　　　　　　　　　　顔i

l激授鳳騨i
　　　　　弐征／4、獄工、工瓜　　1

猟凌朔臓仁丁”

講肺惨墜鍬

　　　　　脊藤災弐i

財レ紫蘇翻
　　　　　駄，淵鳳駆i

〈特

　野田　鍵教　　桑ノ勲麟児

　蕪／4・獣工・土承　　．興甑幣露七騨

　轟　諏凝一
　　　　　　　　詮衡呼
　賦和7萩駅畿π．tぎ

　　詮衡中　　島震光冶郎
　　　　　　　　．葎索く8講騨1整、．．

躍諏33，フ、　人ダ　魂在）

詮衡中

隅　垣　　理
瑠刈24、鍵臥工、ま鋤霧

2、敏盛即多言二物

　　新簸の手算尊殴，比益なく蒲病撤に引選す予産の嶺医学部附属病院才
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　／外．壮麗疎（52’坪）の大部分を彪て大改装．の．ヒ近《こフにに撰顛の予

　竃で’あ魯、

3、．実鞍設備

　　飯室掻藪の上設備する予是ごあ3。設備の擦準は先以て講座内容の禰；

　％浸ぴ敷鳶望哲う／エ必要な範朗瓢する，　　　　　　　　　．、

6。♪羅来〆）i謹：趨1し

　遡在計画の4謡墨佐以てして広範な・征生工掌の塗・分婿毬色慰することは

　勿論鼠氏ない，環在必婁と薦えら・回る新恋婿丈ヴで孟、工業用紙く殴工蒙廃

　永，産票遅生1鄙市《£生，放射線処理等を数えi≧フフ1乙，蓬藝に文朗の進歩．工

　難の薬国文て文肥の向上，入口の増加ノ生活隠笠の蛮化等～Z／敏リノ現在心

宿だ’にモしない紅生工学の新分野の出現つることも、当然過急め耽る畿と

　であ為、

　最床の興亡鼠比の新塚斜の奉業一生が冠会1に，対し如何騰る落行き童ますか

　と云う事であな。労一圃の鉱業生麟濫会・の磐窮越と，莫彫待の函方魎から一応

叡断を賞けて迎之ら批るぐ劾ろう，案際｛ミ／使用じく兇てそ叢が郭外に役立

　つと曇う事に成呪ば’，競うて屹の新学斜の葬業生をボめ《：殺到し、こ飢が

　込めに比較的に英靖が象心し又一方紅：鐘工学斜達意の内容∠、次諭に整備さ

髄，峯業鳥獣商会ノ）養方軸こ於て公嶽狸生の向虹に爾献すむと共に，大学

　の猛生工学に逸す㊨敏塩船び禰究恩愈々隆盛乙な㊨であるう。

　環底4エ生工彰糾の季叢生尽イ可処にも層ないから，比鮫ノ〉臆嶽がなく一就

眩箔の分筋撞定等蕪諭躁kない。数葦前厚生着網査として，今活／∂←葦

　に整備髪嬰する征盆：聖意短艇看謎藁差．表駅謎表さ1忙たミとがあっだ。こ疋に

　よ最ぼノ大学，蝋纈，蔀市，会紋薯窪合憲て3265”名，一壷乎均32フ

藩と励っていた。今假σ1こ北大、蕉メ、・鹸六の征旅工彰斜の辛嬢生を各2〃

層とサ嵐k飢／遠計50名巳な〔，，文享懲り運石に水であ9．他の囲立大

単，私立．大学に之窪該置しだヒしても、贈要に応じ切鮭ない繍累と成㊨。

斑庇催細工孝方面に殖動す盈枝術看の数ぽ6〃ρo名12より、髪の中士ぷ

出身意力も穀も多く，鍵集，灘械ノ化学之に次いでいる。之等ぱ多く葡い融F

禽豊発けた嬉々であり，斑べの萩砺葦新」今代IZ対して繭新菊：・代の数禽逸盗

けξ双隻工学赦丁零に入誉汐べ、灸碕期に立到っているパ

　本、文左終⑳に当り経生工掌斜の蘭畿に特に御鍵力を項いた犬坪工学郁長

文部省奏ぬ大学認騒，莫屯北瀞道稲垣数鳶委更長（元証生部長），心＼諏復

生部巌，罷北海．適：議会議籏♪高田乱幌市援の各・位に厚く建講の憤然表する。
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